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(百万円未満切捨て)
１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 59,557 7.0 2,567 － 2,539 － 1,608 △53.7

2025年３月期 55,645 △0.3 6 △94.4 151 △73.5 3,473 －
(注) 包括利益 2026年３月期 4,078百万円( 132.0％) 2025年３月期 1,757百万円( －％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 16.99 － 2.0 2.3 4.3

2025年３月期 36.57 － 4.4 0.1 0.0
(参考) 持分法投資損益 2026年３月期 △35百万円 2025年３月期 △38百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 111,400 80,390 72.2 849.20

2025年３月期 113,621 78,943 69.5 831.82
(参考) 自己資本 2026年３月期 80,390百万円 2025年３月期 78,943百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 6,425 △4,941 △5,874 19,091

2025年３月期 7,516 1,480 △5,874 22,923

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 － 10.00 － 10.00 20.00 1,898 54.7 2.4

2026年３月期 － 10.00 － 10.00 20.00 1,893 117.7 2.4

2027年３月期(予想) － 10.00 － 10.00 20.00 42.1

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 33,500 20.3 3,000 544.5 3,000 496.7 2,200 593.8 23.24
通期 68,000 14.2 6,200 141.5 6,200 144.1 4,500 179.7 47.54



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期 96,315,400株 2025年３月期 96,315,400株

② 期末自己株式数 2026年３月期 1,648,611株 2025年３月期 1,411,891株

③ 期中平均株式数 2026年３月期 94,678,629株 2025年３月期 94,977,483株

(参考) 個別業績の概要
１．2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 33,438 9.5 983 － 1,065 469.9 719 △82.8

2025年３月期 30,544 6.9 △187 － 187 △91.8 4,174 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期 7.60 －

2025年３月期 43.96 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 76,454 57,235 74.9 604.60

2025年３月期 82,217 59,269 72.1 624.52

(参考) 自己資本 2026年３月期 57,235百万円 2025年３月期 59,269百万円

２．2027年３月期の個別業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 20,300 29.9 1,800 619.2 3,500 － 2,900 － 30.63
通期 40,800 22.0 3,400 245.9 4,800 350.3 3,800 428.2 40.14

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予
想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料４ページ「１．経営成績
等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

・決算補足説明資料については、2026年５月21日を目処に当社WEBサイトに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における世界経済は、全体としては底堅く推移したものの、米国における保護主義的な通商政策

の動向、ウクライナ情勢の長期化に加え、中東地域における地政学的リスクの高まりを背景とした資源価格及び原

材料価格の上昇、サプライチェーンの不安定化などにより、先行きに対する不透明感が継続しました。当社グルー

プの受注環境は、産業用ロボット向けは自動化投資や、電子部品・半導体関連分野を中心とする生産設備の増強投

資が進んだことにより、受注高が増加しました。また、生成AI関連を中心とした先端半導体分野への設備投資需要

が年明け以降拡大し、半導体製造装置向けの受注高も増加しました。加えて、今後の市場拡大が期待されるAI技術

を活用したロボット（以下、AIロボット）向けのお客様の量産移行に伴う受注を獲得いたしました。結果として、

連結受注高は前期比16.2％増加の616億13百万円となりました。

用途別の売上高の動向は、産業用ロボット向けは、中国向けの売上高が減少したものの、国内向けの売上高が

それを上回って増加したことから、産業用ロボット向け全体の売上高は増加しました。半導体製造装置向けは、前

期まで調整局面が続いていたものの、当年度はデータセンター用途や生成AI関連用途向けの需要が拡大したことか

ら、売上高は増加しました。なお、車載用途につきましては、お客様における生産調整の影響を受け、売上高は減

少しました。

これらの結果、連結売上高は、前期比7.0％増加の595億57百万円となりました。

損益面につきましては、資材価格及び労務費の上昇が続く厳しい事業環境のもと、当社グループでは、製品価格

改定による採算性の改善に取り組むとともに、全社横断のコスト革新プロジェクトを前年度から立ち上げ、製造工

法の見直しや業務効率の改善など、収益性向上に向けた取り組みを進めました。また、日本セグメントの工場稼働

率の上昇を背景に製造原価率が改善したことにより、営業利益は前年度の6百万円から25億67百万円となり、会社

想定を上回る水準で着地いたしました。一方、営業利益は増加したものの、投資有価証券の売却益が57億79百万円

減少したことにより、親会社株主に帰属する当期純利益は前期比53.7％減少の16億8百万円となりました。

なお、製品群別の売上高は、減速装置が463億33百万円（前期比9.5％増）、メカトロニクス製品が132億24百万

円（前期比0.9％減）で、売上高比率はそれぞれ77.8％、22.2％となりました。

報告セグメントの業績は、以下のとおりであります。

（日本）

売上高は、車載向けは減少したものの、産業用ロボット向け、半導体製造装置向けなどのお客様からの受注高が

増加し、前期比22.5％増加の266億26百万円となりました。また、セグメント利益（経常利益）は、増収の影響に

加え、工場稼働率の上昇により製造原価率が改善し、前期比66.1％増加の36億93百万円となりました。

（中国）

産業用ロボット向けが減少したことにより、売上高は前期比28.0％減少の40億46百万円となりました。また、セ

グメント利益（経常利益）は、セールスミックスの変化により、前期比26.5％増加の3億82百万円となりました。

（北米）

防衛用途向けの受注高が減少したものの、AIロボット向けの受注高が増加し、売上高は前期比4.1％増加の121億

7百万円となりました。また、セグメント利益（経常利益）は、基幹システム更新に伴う一過性の費用増加などに

より、前期比5.0％減少の5億28百万円となりました。

（欧州）

大口顧客からの受注高は増加したものの、欧州経済の低迷により小口顧客からの受注高が高まらず、売上高は前

年同期比微増の167億76百万円となりました。また、セグメント利益（経常利益）は、ハーモニック・ドライブ・

エスイー株式取得時に計上した無形資産に係る償却費10億8百万円の負担はあるものの、セールスミックスの変化

による売上総利益率の上昇により、6億44百万円(前年同期はセグメント損失52百万円）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

（資産）

総資産は、前期比で22億21百万円減少（前期比2.0％減）し、1,114億円となりました。これは、売掛金が20億22

百万円増加（前期比21.2％増）した一方で、借入金の返済等により現金及び預金が33億35百万円減少（前期比13.4

％減）したこと、その他流動資産が9億33百万円減少（前期比35.8％減）したことが主な要因です。

（負債）

負債は、前期比で36億69百万円減少（前期比10.6％減）し、310億9百万円となりました。これは、借入金の約定

返済を進めたことにより、長期借入金が18億90百万円減少（前期比17.2％減）したことに加え、未払法人税等が9

億30百万円減少（前期比72.4％減）したこと、支払手形及び買掛金が7億90百万円減少（前期比24.8％減）したこ

とが主な要因です。

（純資産）

純資産は、前期比で14億47百万円増加（前期比1.8％増）し、803億90百万円となりました。これは、為替変動の

影響により為替換算調整勘定が25億32百万円増加（前期比16.3％増）した一方で、自己株式の取得と配当の実施に

より株主資本合計が10億21百万円減少（前期比1.6％減）したことが主な要因です。

これらの結果、自己資本比率は、前期末の69.5％から72.2％になりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

（キャッシュ・フローの状況）

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べて38億31百万円減少し、190億91百

万円となりました。

当連結会計年度に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における営業活動による収入は64億25百万円となりました。（前連結会計年度は75億16百万円の

収入）

これは、法人税等の支払による支出を21億9百万円計上し、売上債権が17億92百万円増加した一方で、減価償却

費を73億61百万円、税金等調整前当期純利益を22億93百万円計上したことが主な要因です。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における投資活動による支出は49億41百万円となりました。（前連結会計年度は14億80百万円の

収入）

これは、有形固定資産の売却による収入が8億6百万円、投資有価証券の売却による収入が3億27百万円あった一

方で、有形固定資産の取得による支出を56億90百万円計上したことが主な要因です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における財務活動による支出は58億74百万円となりました。（前連結会計年度は58億74百万円の

支出）

これは、配当金の支払いを18億95百万円、長期借入金の返済による支出を18億90百万円計上したことが主な要因

です。
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（４）今後の見通し

2026年度の当社グループの事業環境は、労働人口減少を背景とした自動化投資の拡大や、データセンター投資の

拡大及び生成AIの普及に伴う先端半導体需要の増加により関連する設備投資が引き続き底堅く推移することから、

当社グループの受注高についても回復の動きが継続すると見込んでいます。一方で、ウクライナ情勢に加え中東地

域における地政学的リスクの高まりを受け原油をはじめとする資源価格・原材料価格の上昇や、為替相場の変動な

どにより、世界経済は一層不透明感が増し、当社グループを取り巻く事業環境は予断を許さない状況が続くものと

予想されます。

このような見通しのもと2027年３月期の連結業績につきましては、売上高680億円、営業利益62億円、経常利益

62億円、親会社株主に帰属する当期純利益45億円を予想しております。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は業績に応じた利益配分を行うことを基本的な方針とし、連結配当性向は35％を目処としております。ま

た、短期的に大きな業績変動が生じた場合には、一定の安定配当の実施にも配慮する方針です。

内部留保につきましては、将来の事業展開のため、主に新製品の研究開発、生産設備の充実、情報管理システム

の整備等に投資するとともに機動的な資本政策の遂行に備えてまいります。

2026年３月期の期末配当は、１株当たり10円を予定しております。

次期（2027年３月期）の１株当たり配当につきましては、前掲の「今後の見通し」に記載の業績を前提として、

中間配当10円、期末配当10円、年間配当20円を予想しております。

２．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社は、以下の経営理念のもと、経営を遂行しております。

■経営理念

① 個人の尊重

当社は、社員一人一人の権利を尊重し、個人が意義のある文化的な人生と、生き甲斐を追求できる企業であり

たい。一人一人の向上心を信じ、自立的な活動を援助し、仕事を通して能力が最大限に発揮できる環境を作り、

能力や業績に報う企業とする。

② 存在意義のある企業

当社は、存在意義のある、優れた企業として認められることを望む。独創性を発揮し、個性と特徴をもち、経

営の基盤を絶えることのない研究開発活動と品質優先に置く経営を貫く。全ての組織が、全力を尽くすことに生

き甲斐を感ずる企業とする。

③ 共存共栄

当社は、社員、顧客、株主、材料部品の購入先、協力会社、取引先などの多くの人々に支えられている。当社

は、これら関係者の全てに満足してもらえるように魅力ある製品、サービス、報酬、環境、取引関係を作り上げ

るよう最善の努力を払う。

④ 社会への貢献

当社は、社会の良き一員として企業活動を通じ、広く社会や産業界に貢献していく。我々が提供する製品やサ

ービスが、直接的間接的に広く社会の向上に役立ち、属する地域社会の環境や質の向上に役立つ企業を目指す。
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（２）中長期的な会社の経営戦略、対処すべき課題

（中長期の対処すべき課題）

当社グループは、「モーションコントロール技術で社会の技術革新に貢献する」というミッションのもと、事業

活動を推進しております。当社グループが手掛けるメカトロニクス製品及び減速装置は、産業用機械のみならず、

先進医療機器やモビリティ分野など、「社会の技術革新」に大きく貢献しており、今後もその需要は拡大していく

ことが予想されます。また、世界的な人手不足を背景に、生産現場を中心に、各種分野において自動化・省人化の

動きが加速しており、協働ロボットに加え、新たな成長領域としてAIロボットへの期待が高まっております。しか

しながら、AIロボット市場については中長期的な成長期待に変わりはないものの、現時点においては創成期にある

ことから、2024年5月13日に公表した中期経営計画（2024年度～2026年度）策定時に想定していた前提条件と比べ、

社会実装の進展ベースについて想定との差異が生じつつある状況となっております。当社グループといたしまして

は、こうした環境変化を踏まえ、より実効性と柔軟性の高い成長戦略を構築すべく、現行中期経営計画を発展的に

見直し、2026年度を起点とする新たな中期経営計画を策定することといたしました。新中期経営計画においては、

「AIロボット」「航空・宇宙・防衛」「eモビリティ」を重点開拓分野に位置付け、各分野における成長機会に果

敢に挑戦する方針です。また、将来の成長機会を確実に取り込むため、マーケティング機能の強化、並びに新製品

創出力及びモノづくり力の一層の向上に取り組んでまいります。あわせて、成長戦略を着実に推進するための経営

基盤の強化を図り、グループ一体となった経営を通じて、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。当社グル

ープは、ミッション及びビジョンの達成に向け、環境変化に柔軟に対応しつつ、攻めと守りのバランスを意識した

経営戦略を遂行することにより、中長期的な企業価値の向上を目指してまいります。

■サステナビリティ基本方針

私たちは、「個人の尊重」「存在意義のある企業」「共存共栄」「社会への貢献」という４つの柱で構成された

経営理念に基づき、トータル・モーション・コントロールを提供する技術・技能集団として、社会をより良くする

ための技術革新に貢献することで、持続可能な社会の実現と企業価値の向上を目指します。

■当社グループのミッション

モーションコントロール技術で社会の技術革新に貢献する

■ビジョン

未来と調和するトータル・モーション・コントロールのベストプロバイダー

■マテリアリティ

・人的資本の価値最大化

・お客様の期待値に応えるQCDSの実現

・環境の変化に適合した新技術・新技能への挑戦と創出

・企業活動を通じて持続可能な社会に貢献する

・時代に調和した経営基盤の構築
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■中期経営計画（2026年度〜2030年度）

～「価値創出と変革」への挑戦～

（基本方針）

① 収益性を重視した全事業の持続的な成長

・新たな成長ドライバーの開拓

・顧客期待値に応えるQCDS+Speedの徹底

② 環境変化に適合できる経営資源（ひと、もの、かね、情報）の強化

・個の成長と多様な脳力が発揮され、尊重される組織の実現

・資本効率を意識した成長投資

・財務基盤およびガバナンス強化

③ 未来に続く企業価値向上への取り組み

・ネットゼロの推進

・多様な人財の登用、採用

・お客様の環境負荷低減を促進する製品の開発

上記の中長期の対処すべき課題を踏まえ、当社は2026年度において、以下の項目を重点課題として位置付け、取

り組んでまいります。

① 収益性を重視した全事業の持続的な成長

・競争力の再定義（高品質、スピード、適正価格）

・開発スピードと新製品創出力の向上

・成長市場・期待用途への参入に向けた新製品企画力の強化

・質と量を両立できるモノづくり力の強化

② 環境変化に適合できる経営資源（ひと、もの、かね、情報）の強化

・人財・組織構造の抜本的な見直し
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（３）目標とする経営指標

当社グループでは、持続的な成長と長期的な企業価値向上の実現に向けて、中期経営計画（2026年度〜2030年

度）における当社グループの重要な経営管理指標として、2030年度目標連結売上高1,000億円以上、売上高営業利

益率を15％以上を経営目標にしております。また、比較すべき資本コスト（WACC）の水準を９％程度と想定し、自

己資本当期純利益率（ROE）及びROICの目標を10％以上と定め、投下資本の運用効率を意識した経営を実践し、資

本収益性の向上を図ってまいります。

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

国内でのＩＦＲＳの採用動向を検討した結果、当面は日本基準に基づき連結財務諸表を作成する方針です。
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４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 24,900,137 21,564,965

受取手形 3,591,560 3,744,520

売掛金 9,544,240 11,566,549

有価証券 52,789 117,474

商品及び製品 2,026,216 1,901,346

仕掛品 4,115,787 4,300,440

原材料及び貯蔵品 6,362,096 6,203,864

その他 2,606,529 1,672,623

貸倒引当金 △34,577 △23,659

流動資産合計 53,164,779 51,048,125

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 28,510,780 28,456,468

減価償却累計額 △10,186,796 △11,289,848

建物及び構築物（純額） 18,323,983 17,166,620

機械装置及び運搬具 46,667,016 49,452,944

減価償却累計額 △32,860,078 △36,739,078

機械装置及び運搬具（純額） 13,806,937 12,713,866

工具、器具及び備品 10,764,487 11,352,274

減価償却累計額 △9,293,132 △9,976,440

工具、器具及び備品（純額） 1,471,354 1,375,834

土地 3,600,017 4,710,202

リース資産 7,975,038 8,603,146

減価償却累計額 △3,491,221 △4,416,209

リース資産（純額） 4,483,816 4,186,936

建設仮勘定 4,191,123 5,048,868

その他 978,424 1,021,975

減価償却累計額 △895,903 △968,279

その他（純額） 82,520 53,696

有形固定資産合計 45,959,753 45,256,024

無形固定資産

ソフトウエア 810,422 704,965

顧客関係資産 8,856,669 9,187,037

技術資産 2,365,486 2,453,723

その他 126,357 260,040

無形固定資産合計 12,158,936 12,605,766

投資その他の資産

投資有価証券 409,931 390,443

関係会社株式 20,228 174

関係会社出資金 89,507 73,854

関係会社長期貸付金 270,000 304,000

退職給付に係る資産 1,275,214 1,488,057

繰延税金資産 165,301 97,574

その他 113,630 141,732

貸倒引当金 △5,600 △5,600

投資その他の資産合計 2,338,213 2,490,237

固定資産合計 60,456,902 60,352,028

資産合計 113,621,682 111,400,153
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,184,623 2,393,863

契約負債 136,988 211,510

短期借入金 2,701,653 2,204,202

1年内返済予定の長期借入金 1,890,516 1,890,516

リース債務 741,555 834,327

未払法人税等 1,284,547 354,326

賞与引当金 1,030,221 1,173,062

役員賞与引当金 84,564 84,926

製品補償損失引当金 37,409 176,863

その他 2,804,621 2,950,022

流動負債合計 13,896,702 12,273,622

固定負債

長期借入金 11,015,584 9,125,068

リース債務 4,390,974 4,011,645

繰延税金負債 3,715,935 3,969,344

役員退職慰労引当金 26,400 30,740

執行役員退職慰労引当金 126,374 159,549

退職給付に係る負債 954,909 986,328

その他 551,735 453,049

固定負債合計 20,781,914 18,735,725

負債合計 34,678,616 31,009,347

純資産の部

株主資本

資本金 7,100,036 7,100,036

資本剰余金 22,786,269 22,753,025

利益剰余金 39,052,598 38,765,790

自己株式 △5,633,171 △6,334,767

株主資本合計 63,305,732 62,284,084

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 146,568 23,421

為替換算調整勘定 15,532,687 18,065,630

退職給付に係る調整累計額 △41,922 17,669

その他の包括利益累計額合計 15,637,333 18,106,721

純資産合計 78,943,066 80,390,805

負債純資産合計 113,621,682 111,400,153



株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ(6324) 2026年３月期 決算短信

― 10 ―

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

売上高 55,645,940 59,557,877

売上原価 40,791,594 41,424,426

売上総利益 14,854,345 18,133,450

販売費及び一般管理費 14,847,351 15,565,807

営業利益 6,993 2,567,642

営業外収益

受取利息 316,411 211,377

受取配当金 275,179 4,245

仕入割引 47,704 52,289

有価証券評価益 13,707 53,609

その他 227,087 172,115

営業外収益合計 880,090 493,637

営業外費用

支払利息 224,478 259,610

持分法による投資損失 38,377 35,706

為替差損 235,336 101,754

賃貸費用 91,501 71,450

その他 146,193 53,138

営業外費用合計 735,886 521,660

経常利益 151,197 2,539,620

特別利益

固定資産売却益 1,031 507,288

投資有価証券売却益 5,865,309 85,674

補助金収入 2,000 10,451

特別利益合計 5,868,340 603,414

特別損失

固定資産売却損 3,842 5

減損損失 1,189,182 526,923

固定資産除却損 44,101 18,723

固定資産圧縮損 2,000 10,451

棚卸資産評価損 － 293,364

特別損失合計 1,239,126 849,467

税金等調整前当期純利益 4,780,412 2,293,567

法人税、住民税及び事業税 1,555,057 827,564

法人税等調整額 △248,184 △142,892

法人税等合計 1,306,872 684,671

当期純利益 3,473,539 1,608,895

非支配株主に帰属する当期純利益 － －

親会社株主に帰属する当期純利益 3,473,539 1,608,895
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純利益 3,473,539 1,608,895

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,110,287 △123,146

為替換算調整勘定 2,604,757 2,532,942

退職給付に係る調整額 △210,461 59,592

その他の包括利益合計 △1,715,990 2,469,388

包括利益 1,757,549 4,078,283

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,757,549 4,078,283

非支配株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 7,100,036 22,778,711 37,478,753 △5,309,159 62,048,341

当期変動額

剰余金の配当 △1,899,694 △1,899,694

親会社株主に帰属す

る当期純利益
3,473,539 3,473,539

自己株式の取得 △390,586 △390,586

譲渡制限付株式報酬 7,558 66,573 74,132

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － 7,558 1,573,844 △324,012 1,257,391

当期末残高 7,100,036 22,786,269 39,052,598 △5,633,171 63,305,732

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 4,256,856 12,927,929 168,538 17,353,323 － 79,401,665

当期変動額

剰余金の配当 △1,899,694

親会社株主に帰属す

る当期純利益
3,473,539

自己株式の取得 △390,586

譲渡制限付株式報酬 74,132

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△4,110,287 2,604,757 △210,461 △1,715,990 － △1,715,990

当期変動額合計 △4,110,287 2,604,757 △210,461 △1,715,990 － △458,599

当期末残高 146,568 15,532,687 △41,922 15,637,333 － 78,943,066



株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ(6324) 2026年３月期 決算短信

― 13 ―

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 7,100,036 22,786,269 39,052,598 △5,633,171 63,305,732

当期変動額

剰余金の配当 △1,895,703 △1,895,703

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,608,895 1,608,895

自己株式の取得 △809,712 △809,712

譲渡制限付株式報酬 △33,243 108,116 74,872

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － △33,243 △286,808 △701,596 △1,021,648

当期末残高 7,100,036 22,753,025 38,765,790 △6,334,767 62,284,084

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 146,568 15,532,687 △41,922 15,637,333 － 78,943,066

当期変動額

剰余金の配当 △1,895,703

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,608,895

自己株式の取得 △809,712

譲渡制限付株式報酬 74,872

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△123,146 2,532,942 59,592 2,469,388 － 2,469,388

当期変動額合計 △123,146 2,532,942 59,592 2,469,388 － 1,447,739

当期末残高 23,421 18,065,630 17,669 18,106,721 － 80,390,805
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 4,780,412 2,293,567

減価償却費 8,023,274 7,361,288

減損損失 1,189,182 526,923

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,960 △12,596

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 23,262 △117,437

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 14,400 4,340

執行役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 21,625 33,174

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 15,214 △8,374

製品補償損失引当金の増減額（△は減少） △112,035 134,898

受取利息 △316,411 △211,377

受取配当金 △275,179 △4,245

支払利息 224,478 259,610

持分法による投資損益（△は益） 38,377 35,706

補助金収入 △2,000 △10,451

投資有価証券売却損益（△は益） △5,865,309 △85,674

固定資産売却損益（△は益） 2,811 △507,282

固定資産除却損 44,101 18,723

固定資産圧縮損 2,000 10,451

棚卸資産評価損 － 293,364

売上債権の増減額（△は増加） △944,481 △1,792,310

棚卸資産の増減額（△は増加） 711,731 307,776

仕入債務の増減額（△は減少） △37,780 △869,181

その他 △615,429 695,827

小計 6,930,203 8,356,719

利息及び配当金の受取額 550,400 234,927

利息の支払額 △230,779 △259,099

役員退職慰労金の支払額 △727,348 －

補助金の受取額 2,000 10,451

法人税等の支払額 △546,617 △2,109,035

法人税等の還付額 1,538,375 191,324

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,516,235 6,425,287

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,881,836 △5,690,726

有形固定資産の売却による収入 7,885 806,188

無形固定資産の取得による支出 △452,277 △252,994

投資有価証券の取得による支出 － △344,844

投資有価証券の売却による収入 8,325,750 327,494

関係会社出資金の払込による支出 △100,000 －

定期預金の預入による支出 △2,659,408 △1,088,327

定期預金の払戻による収入 1,350,719 1,317,110

敷金及び保証金の差入による支出 △18,180 △11,072

敷金及び保証金の回収による収入 6,930 5,681

短期貸付けによる支出 △88 －

短期貸付金の回収による収入 88 －

長期貸付けによる支出 － △730

長期貸付金の回収による収入 － 258

関係会社貸付けによる支出 △100,000 △10,000

その他 481 636
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,480,063 △4,941,325

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 4,650,000 4,150,000

短期借入金の返済による支出 △2,650,213 △4,650,219

長期借入金の返済による支出 △4,824,849 △1,890,516

リース債務の返済による支出 △747,957 △778,376

自己株式の取得による支出 △390,586 △809,712

配当金の支払額 △1,910,578 △1,895,629

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,874,183 △5,874,454

現金及び現金同等物に係る換算差額 859,185 559,281

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,981,300 △3,831,211

現金及び現金同等物の期首残高 18,941,712 22,923,012

現金及び現金同等物の期末残高 22,923,012 19,091,800
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（表示方法の変更）

連結損益計算書

前連結会計年度において、独立掲記しておりました「営業外収益」の「補助金収入」は、金額的重要性が乏しく

なったため、当連結会計年度より「営業外収益」の「その他」に含めて表示しております。また、前連結会計年度

において、「営業外収益」の「その他」に含めていた「仕入割引」及び「有価証券評価益」は、営業外収益の総額

の100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変更を反映さ

せるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」の「補助金収入」に表示していた78,421

千円、「その他」に表示していた210,078千円は、「仕入割引」47,704千円、「有価証券評価益」13,707千円、

「その他」227,087千円として組み替えております。

（会計上の見積りに関する注記）

ハーモニック・ドライブ・エスイーグループの固定資産の評価

① 当年度の連結計算書類に計上した金額 ・帳簿価額 18,179,313千円

② その他の情報

・算出方法

当社は、ハーモニック・ドライブ・エスイー社及びその子会社８社（以下、「エイチ・ディ・エスイーグルー

プ」）に関連する固定資産を、キャッシュ・フローを生み出す最小の単位としております。

当連結会計年度末において、エイチ・ディ・エスイーグループの主な固定資産は顧客関係資産（残高9,187,037

千円）及び技術資産（残高2,453,723千円）であります。

前連結会計年度におけるエイチ・ディ・エスイーグループの状況は、拡大する産業用ロボット市場等における需

要の獲得により、収益や利益率の拡大を見込んでいましたが、前連結会計年度の業績が事業計画における予想を下

回ったことから、前連結会計年度において顧客関係資産等の償却費がエイチ・ディ・エスイーグループの営業利益

を上回る結果となりました。

このため、前連結会計年度末において、エイチ・ディ・エスイーグループの固定資産に減損の兆候があると判定

し、減損損失の認識の判定のため、エイチ・ディ・エスイーグループが獲得する割引前将来キャッシュ・フローの

総額がエイチ・ディ・エスイーグループの固定資産の帳簿価額を下回るか否かを検討した結果、割引前将来キャッ

シュ・フローの総額が固定資産の帳簿価額を上回ったため、前連結会計年度において減損損失は認識しておりませ

ん。

なお、当連結会計年度においては、エイチ・ディ・エスイーグループの営業利益が顧客関係資産等の償却費を上

回ったため、減損の兆候はないと判断し、減損損失を認識しておりません。

・主要な仮定

減損損失の認識の判定及び測定において用いられる将来キャッシュ・フローについては、当社の取締役会が承認

した事業計画を基礎とし、産業用ロボット市場の需要動向等の外部環境や販売戦略を考慮した将来の売上予測、製

造コスト及び販売費及び一般管理費の見積りが含まれております。

・翌連結会計年度の連結財務諸表に与える影響

将来において経営・市場環境の変化等により将来キャッシュ・フローの見積り額の前提とした事業計画に重要な

未達の発生、又は将来の不確実性が増した場合、回収可能価額が減少し、翌年度における減損損失の発生により重

要な影響を与える可能性があります。
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（連結損益計算書関係）

(1) 固定資産売却益

固定資産売却益は、当社連結子会社の固定資産売却に伴い発生した売却益を計上したものであります。

(2) 投資有価証券売却益

投資有価証券売却益は、当社保有の投資有価証券売却に関する売却益であります。

(3) 減損損失

当社グループは、事業用資産については連結会社ごとに1つの資産グループとし、賃貸用資産及び遊休資産につ

いては個別資産ごとにグルーピングを行っております。

会 社（場所） 株式会社ハーモニック・エイディ（長野県安曇野市）

用 途 精密遊星減速機（アキュドライブ®/ハーモニックプラネタリ®）の製造設備等

種 類 機械及び装置等

減損損失 394,437千円

当社の連結子会社である株式会社ハーモニック・エイディ（以下、「HAD社」）は、2021年度をピークとして、

中国および米国における製造業の設備投資の鈍化や最先端半導体分野の新規設備投資の停滞、さらには当社グルー

プ製品全般に係る在庫調整等の影響を受け、顧客による将来需要に対する慎重な姿勢が強まりました。その結果、

HAD社の主要製品である精密遊星減速機の需要が減少し、2024年3月期および2025年3月期の連結会計年度において、

2期連続して営業損失を計上する状況となりました。

当連結会計年度におきましては、中国および米国市場が引き続き軟調に推移する一方で、国内市場においては市

況が緩やかな回復基調に転じ、国内主要顧客からの受注に支えられ、精密遊星減速機の需要にも回復の動きが見ら

れました。これに伴い、HAD社の収益性にも一定の改善が認められ、当連結会計年度末においては若干の営業利益

を計上するに至りました。

しかしながら、当該利益水準は依然として低く、直近の業績を踏まえ、将来の事業計画を見直した結果、当連結

会計年度末時点において、「経営環境が著しく悪化する見込み」に該当すると判断し、HAD社の固定資産について

減損の兆候があると判定いたしました。

これを受け、当社は、HAD社の精密遊星減速機事業における主要な資産である機械装置の経済的残存使用年数に

亘って獲得する割引前将来キャッシュ・フローの総額が、当該固定資産の帳簿価額を下回るか否かの検討を行いま

した。その結果、割引前将来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回ったため、HAD社が保有する精密遊星減

速機事業に係る固定資産の帳簿価額394,437千円を回収することが困難であると判定し、当該帳簿価額の全額を減

損損失として計上しております。

使用価値の算定において用いられる将来キャッシュ・フローについては、当社の取締役会が承認した事業計画を

基礎としておりますが、当該計画には産業用ロボット市場の需要動向等の外部環境を考慮した将来の売上予測や製

造コストの見積りが含まれております。回収可能価額は使用価値を用いておりますが、割引前将来キャッシュ・フ

ローをHAD社の加重平均資本コストを基礎とした割引率8.75%により現在価値に割り引いて算定しております。

会 社（場所） 株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ（長野県安曇野市）

用 途 波動歯車装置（ハーモニックドライブ®）の製造設備等

種 類 機械及び装置等

減損損失 132,486千円

これは、当社保有の有形固定資産において、解体及び廃却が翌連結会計年度に予定されている有形固定資産を遊

休資産としてグルーピングし、当該製造設備の帳簿価額を減額しその減少額を減損損失として特別損失に計上して

おります。

(4) 棚卸資産評価損

当社が製造する一部製品において、急激な受注変動に伴い生産計画の変更を行った結果、翌連結会計年度以降の

使用が見込まれない棚卸資産について、棚卸資産評価損として293,364千円を特別損失に計上しております。



株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ(6324) 2026年３月期 決算短信

― 18 ―

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分を決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象になっているものであります。

当社は、主に精密減速装置とその応用製品である精密アクチュエーター及び制御装置を生産・販売しており、製

品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列の精密減速機事業を専ら営んでおり

ます。また、当社の製品の主な地域別市場は、「日本（中国を除くアジア地域等含む。以下同様。）」、「北

米」、「欧州」、「中国」であり、「日本」は、国内の当社を含む子会社と中国を除くアジア地域の現地法人であ

る子会社が、「北米」、「欧州」は、現地法人である子会社が、それぞれ生産・販売を担当しております。「中

国」は、現地法人である子会社が販売を担当しております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と同一であります。

報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価

額に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報並びに収益の分解情報

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

連結財務諸表
計上額日本 中国 北米 欧州 計

売上高

顧客との契約
から生じる収
益

31,042,960 5,624,625 11,641,929 16,797,428 65,106,944 △9,461,004 55,645,940

外部顧客へ
の売上高

21,727,393 5,623,075 11,628,795 16,666,675 55,645,940 － 55,645,940

セグメント
間の内部売上
高又は振替高

9,315,566 1,550 13,134 130,753 9,461,004 △9,461,004 －

計 31,042,960 5,624,625 11,641,929 16,797,428 65,106,944 △9,461,004 55,645,940

セグメント利
益 又 は 損 失
(△)

2,224,012 302,043 556,619 △52,756 3,029,919 △2,878,721 151,197

セグメント資
産

56,026,689 3,947,309 18,157,750 31,035,433 109,167,183 4,454,498 113,621,682

その他の項目

減価償却費 4,983,447 20,770 754,918 2,264,137 8,023,274 － 8,023,274

受取利息 92,959 1,302 144,003 164,318 402,584 △86,173 316,411

支払利息 141,588 479 86,792 82,117 310,977 △86,499 224,478

持分法投資
損失(△)

△38,377 － － － △38,377 － △38,377

持分法適用
会社への投資
額

109,735 － － － 109,735 － 109,735

(注) １．セグメント利益の調整額△2,878,721千円は、セグメント間取引消去△386,089千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△2,492,631千円で構成され、全社費用は、基礎的試験研究費、当社の総務・経理部

門等の管理部門に係る費用であります。

２．日本には、日本国内向けのほか、中国を除くアジア地域向け等に係る売上高及び費用が含まれております。

３．セグメント資産の調整額4,454,498千円は、セグメント間消去△4,861,623千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社資産の金額9,316,121千円で構成され、全社資産には、当社の余資運用資金（現金預金及び有

価証券）、長期投資資金（投資有価証券、投資その他の資産「その他」）及び管理部門に係る資産等が含ま

れております。

４．北米地域への売上高には、連結損益計算書の売上高の10%以上を占める米国の売上高10,132,022千円が含ま

れております。

５．欧州地域への売上高には、連結損益計算書の売上高の10%以上を占めるドイツの売上高7,056,700千円が含ま

れております。
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

連結財務諸表
計上額日本 中国 北米 欧州 計

売上高

顧客との契約
から生じる収
益

34,005,165 4,056,756 12,141,758 16,881,078 67,084,759 △7,526,881 59,557,877

外部顧客へ
の売上高

26,626,847 4,046,666 12,107,628 16,776,734 59,557,877 － 59,557,877

セグメント
間の内部売上
高又は振替高

7,378,317 10,090 34,129 104,343 7,526,881 △7,526,881 －

計 34,005,165 4,056,756 12,141,758 16,881,078 67,084,759 △7,526,881 59,557,877

セグメント利
益 又 は 損 失
(△)

3,693,824 382,072 528,727 644,983 5,249,608 △2,709,988 2,539,620

セグメント資
産

53,519,404 3,699,539 18,322,100 34,042,884 109,583,929 1,816,224 111,400,153

その他の項目

減価償却費 4,346,654 27,898 811,029 2,175,706 7,361,288 － 7,361,288

受取利息 90,167 489 74,181 127,285 292,123 △80,746 211,377

支払利息 170,954 1,206 83,759 84,260 340,181 △80,571 259,610

持分法投資
損失(△)

△35,706 － － － △35,706 － △35,706

持分法適用
会社への投資
額

74,028 － － － 74,028 － 74,028

(注) １．セグメント利益の調整額△2,709,988千円は、セグメント間取引消去△136,910千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△2,573,077千円で構成され、全社費用は、基礎的試験研究費、当社の総務・経理部

門等の管理部門に係る費用であります。

２．日本には、日本国内向けのほか、中国を除くアジア地域向け等に係る売上高及び費用が含まれております。

３．セグメント資産の調整額1,816,224千円は、セグメント間消去△4,093,552千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社資産の金額5,909,776千円で構成され、全社資産には、当社の余資運用資金（現金預金及び有

価証券）、長期投資資金（投資有価証券、投資その他の資産「その他」）及び管理部門に係る資産等が含ま

れております。

４．当社グループの経営資源の配分の決定について、当社グループ内の会社ごとに検討を実施することとしてい

るため、有形固定資産及び無形固定資産の増加額は記載しておりません。なお、前連結会計年度のセグメン

ト情報は、変更後の項目によって記載しております。
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【関連情報】

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

(単位：千円)

減速装置 メカトロニクス製品 合計

外部顧客への売上高 42,304,275 13,341,664 55,645,940

（注）磁気応用機器の開発、製造、販売を営んでいる株式会社ハーモニックウィンベルの販売実績は、メカトロニク

ス製品に区分、集計し、表示しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：千円)

日本 中国 北米 欧州 その他 合計

19,806,259 5,623,075 11,628,795 16,666,675 1,921,134 55,645,940

(注)１.売上高は、販売先の所在地を基礎とし、国または地域に区分しております。

２.北米地域の売上高には、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める米国の売上高10,132,022千円が含まれて

おります。

３.欧州地域の売上高には、連結損益計算書の売上高の10％以上を占めるドイツの売上高7,056,700千円が含まれ

ております。

(2) 有形固定資産

(単位：千円)

日本 中国 北米 欧州 合計

32,510,937 63,218 7,431,144 5,954,452 45,959,753

(注)１.有形固定資産の所在地を基礎とし、国または地域に区分しております。

２.北米地域の有形固定資産の金額には、連結貸借対照表の有形固定資産の金額の10％以上を占める米国の有形固

定資産の金額7,431,144千円が含まれております。

３.欧州地域の有形固定資産の金額には、連結貸借対照表の有形固定資産の金額の10％以上を占めるドイツの有形

固定資産の金額5,954,452千円が含まれております。

３ 主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

日産自動車株式会社 5,733,870 日本
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

(単位：千円)

減速装置 メカトロニクス製品 合計

外部顧客への売上高 46,333,632 13,224,244 59,557,877

（注）磁気応用機器の開発、製造、販売を営んでいる株式会社ハーモニックウィンベルの販売実績は、メカトロニク

ス製品に区分、集計し、表示しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：千円)

日本 中国 北米 欧州 その他 合計

24,388,261 4,046,666 12,107,628 16,776,734 2,238,585 59,557,877

(注)１.売上高は、販売先の所在地を基礎とし、国または地域に区分しております。

２.北米地域の売上高には、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める米国の売上高10,694,252千円が含まれて

おります。

３.欧州地域の売上高には、連結損益計算書の売上高の10％以上を占めるドイツの売上高5,999,294千円が含まれ

ております。

(2) 有形固定資産

(単位：千円)

日本 中国 北米 欧州 合計

29,980,794 128,599 8,705,840 6,440,790 45,256,024

(注)１.有形固定資産の所在地を基礎とし、国または地域に区分しております。

２.北米地域の有形固定資産の金額には、連結貸借対照表の有形固定資産の金額の10％以上を占める米国の有形固

定資産の金額8,705,840千円が含まれております。

３.欧州地域の有形固定資産の金額には、連結貸借対照表の有形固定資産の金額の10％以上を占めるドイツの有形

固定資産の金額6,440,790千円が含まれております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10%を占める顧客が存在しないため、記載を省略しており

ます。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

連結財務諸表
計算額

日本 中国 北米 欧州 計

減損損失 1,189,182 － － － 1,189,182 － 1,189,182

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

連結財務諸表
計算額

日本 中国 北米 欧州 計

減損損失 526,923 － － － 526,923 － 526,923

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり純資産額並びに１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額及び潜在株式調整後１株当

たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

(1) １株当たり純資産額 831.82円 849.20円

項目
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

(2) １株当たり当期純利益 36.57円 16.99円

(算定上の基礎)

連結損益計算書上の親会社株主に帰属する当期純利
益(千円)

3,473,539 1,608,895

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
(千円)

3,473,539 1,608,895

普通株式の期中平均株式数(株) 94,977,483 94,678,629

(注) 潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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５．その他

（１）生産、受注及び販売の状況
① 生産実績

当連結会計年度における生産実績は次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（千円） 前期比（％）

日本
減速装置 31,123,624 12.3

メカトロニクス製品 5,040,031 27.1

中国
減速装置 － －

メカトロニクス製品 － －

北米
減速装置 5,123,608 6.4

メカトロニクス製品 3,527,667 △14.7

欧州
減速装置 10,025,679 8.8

メカトロニクス製品 4,787,757 △4.6

合 計 59,628,369 8.7

(注) １. セグメント間取引については、相殺消去しております。

２. 当社グループの報告セグメントは、所在地別（日本、中国、北米、欧州）に区分しております。

３. 当社グループは、製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列の精密減

速機事業を専ら営んでおり、事業の種類別セグメントは単一でありますが、報告セグメントの製品別内訳を

区分表示しております。

４. 磁気応用機器の開発、製造、販売を営んでいる株式会社ハーモニックウィンベルの生産実績は、メカトロニ

クス製品に区分、集計し、表示しております。
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② 受注実績

当連結会計年度における受注実績は次のとおりであります。

セグメントの名称
受注高
（千円）

前期比
（％）

受注残高
（千円）

前期比
（％）

日本
減速装置 25,480,834 26.9 5,574,090 42.4

メカトロニクス製品 2,856,641 11.7 922,326 8.3

中国
減速装置 3,173,168 △38.1 673,696 △25.1

メカトロニクス製品 840,403 378.7 268,569 458.4

北米
減速装置 7,681,536 31.3 4,233,657 8.1

メカトロニクス製品 4,907,897 29.0 2,108,253 3.7

欧州
減速装置 11,616,509 8.8 5,766,076 5.4

メカトロニクス製品 5,056,390 6.1 2,326,434 9.9

合 計 61,613,382 16.2 21,873,106 13.6

(注) １. セグメント間取引については、相殺消去しております。

２. 当社グループの報告セグメントは、所在地別（日本、中国、北米、欧州）に区分しております。

３. 当社グループは、製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列の精密減

速機事業を専ら営んでおり、事業の種類別セグメントは単一でありますが、報告セグメントの製品別内訳を

区分表示しております。

４. 磁気応用機器の開発、製造、販売を営んでいる株式会社ハーモニックウィンベルの受注実績は、メカトロニ

クス製品に区分、集計し、表示しております。

５. 受注残高は、当連結会計年度において日本セグメントを中心に発生した434,546千円の受注取り消し額を差

し引いております。
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③ 販売実績

当連結会計年度における販売実績は次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前期比（％）

日本
減速装置 23,878,839 24.2

メカトロニクス製品 2,748,008 10.1

中国
減速装置 3,410,128 △37.3

メカトロニクス製品 636,537 245.9

北米
減速装置 7,291,882 16.3

メカトロニクス製品 4,815,746 △10.1

欧州
減速装置 11,752,782 3.4

メカトロニクス製品 5,023,952 △5.3

合 計 59,557,877 7.0

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．当社グループの報告セグメントは、所在地別（日本、中国、北米、欧州）に区分しております。

３．当社グループは、製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列の精密減

速機事業を専ら営んでおり、事業の種類別セグメントは単一でありますが、報告セグメントの製品別内訳を

区分表示しております。

４．磁気応用機器の開発、製造、販売を営んでいる株式会社ハーモニックウィンベルの販売実績は、メカトロニ

クス製品に区分、集計し、表示しております。

５. 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先
前連結会計年度 当連結会計年度

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

日産自動車株式会社 5,733,870 10.3 ― ―

当連結会計年度における日産自動車株式会社に対する販売高は、当該販売実績の総販売実績に対する割合が

100分の10に満たないため記載しておりません。

（２）海外売上高

当連結会計年度における海外売上高は、次のとおりであります。

中国 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 4,046,666 12,107,628 16,776,734 2,238,585 35,169,615

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― ― ― 59,557,877

Ⅲ
連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
6.8 20.3 28.2 3.8 59.1

(注) １．国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。

２．各区分に属する主な国又は地域

(1) 中国……中国

(2) 北米……米国

(3) 欧州……ドイツ

(4)その他の地域……韓国、台湾、オセアニア

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。


